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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本電機工業会（JEMA）及び

一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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単ヨーク形単板試験器による鉄基アモルファス帯の

交流磁気特性の測定方法 

Methods of measurement of the a.c. magnetic properties of Fe-based 

amorphous strip by means of a single sheet tester using a single yoke 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉄基アモルファス帯（以下，アモルファス帯という。）に対する，縦形単ヨーク形単板試験

器を用いた周波数 400 Hz 以下の交流磁気特性の測定方法について規定する。 

交流磁気特性は，誘起電圧が正弦波となる励磁条件（以下，正弦波磁束励磁条件という。）の下で，磁束

密度の波高値及び励磁周波数を指定して測定する。 

測定は，（23±5）℃の周囲温度において，消磁した状態の試験片で行う。 

注記 1 複ヨーク形単板試験器によるアモルファス金属の磁気特性測定方法は，JIS H 7152 に規定が

ある。 

注記 2 この規格の単ヨーク形単板試験器は，ナノ結晶軟磁性帯などの，アモルファス帯と類似する

磁気特性及び物理特性をもつ材料にも適用可能である。電磁鋼帯用の単板試験器は，JIS C 

2556 に規定がある。 

注記 3 磁化の強さの指標について，IEC規格では IEC 60050-221:1990に定義する“磁気分極（magnetic 

polarization）”の用語が用いられているが，この規格では，我が国で一般的に用いられ，一部

の IEC 60404 の規格群にも用いられている，“磁束密度（magnetic flux density）”の用語を用

いる。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。この引用

規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 2534 鉄基アモルファス帯 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

磁界の強さ，H（magnetic field strength） 

試験片を磁化しようとする磁場の大きさ。一般的に，磁界の強さ H は，式(1)によって励磁電流 I1との関

係を表すことができる。 

 


